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セ
ミ
ナ

で
講
師
と
し
て
登

壇
し
た
齋
藤
俊
二
氏

　
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ


︵
Ｏ
Ｄ
Ｃ
︶
は

大
阪
市
内

で

月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪

勧
業
展
で
セ
ミ
ナ

を
開
い

た

Ｏ
Ｄ
Ｃ
は

大
阪
府
・

大
阪
市
・
大
阪
商
工
会
議
所

に
よ

て
設
立
さ
れ
た
日
本

最
初
の
公
的
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ


Ｏ
Ｄ
Ｃ
の
会
員
企
業

な
ど
が
登
壇
し

デ
ザ
イ
ン

を
経
営
に
取
り
込
む
考
え
方

を
参
加
者
に
伝
え
た


　
全
国
各
地
の
商
業
施
設
で

に
ぎ
わ
い
創
出
を
手
掛
け
る

ス
ペ

ス︵
東
京
都
中
央
区
︶

の
齋
藤
俊
二
氏
は

﹁
商
空

間
を
通
じ
て

デ
ザ
イ
ン
の

力
で
課
題
解
決
を
行
う
手

法
﹂
と
題
し
て
講
演

あ
べ

の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
や
み
の

お
キ


ズ
モ

ル
な
ど
の

事
例
を
紹
介
し
た


　
齋
藤
氏
は
﹁
大
阪
勧
業
展

は
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
参
加
す
る

人
が
多
い

私
た
ち
が
普
段

か
ら
関
わ
る
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
を
知

て
い
た
だ
き


課
題
の
解
決
に
少
し
で
も
役

立
て
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
﹂
と
話
し
た


近
畿
大
学
は

２
０
２
５

年
４
月
に
開
設
す
る
建
築
学

部
オ
ン
ラ
イ
ン
学
士
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
入
学
受
け
付
け
を


年
１
月
に
開
始
す
る

建
設

業
従
事
者
の
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
や
第
二
の
専
門
性
の
取
得

を
目
指
す
社
会
人
の
リ
ス
キ

リ
ン
グ
教
育
と
し
て
の
活
用

を
想
定
す
る

通
信
教
育
課

程
で
１
級
・
２
級
建
築
士
の

受
験
資
格
が
取
得
で
き
る


学
位
は
学
士︵
建
築
学
︶

テ
キ
ス
ト
中
心
の
自
学
自

習

好
き
な
時
間
に
視
聴
で

き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
と

合
わ
せ
て

ス
ク

リ
ン
グ

に
よ
り
設
計
演
習
の
授
業
が

受
け
ら
れ
る

ス
ク

リ
ン

グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
対

面
受
講
を
選
択
で
き

対
面

の
会
場
は
大
阪

東
京

福

岡
で
予
定
し
て
い
る


大
学
ご
と
の
１
級
建
築
士

輩
出
数
の
累
計
が
西
日
本
１

位
で
あ
る
同
校
の
建
築
学
部

と

安
価
な
学
費
で
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
学
修
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
通
信
教
育

部
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
合
わ
せ


質
の
高
い
通
信
課
程
を
提
供

す
る


学
費
や
入
学
定
員
数

カ

リ
キ

ラ
ム
構
成
な
ど
は
ホ


ム
ペ

ジ
で
公
開
し
て
い

る


生
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
を
生

み
出
し
て
い
き
た
い

部
会

員
の
方
々
に
は
活
動
を
通
じ

て

仕
事
の
幅
を
広
げ

良

き
仲
間
に
出
会

て
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
な
げ

人
生
の
土
台

を
築
い
て
ほ
し
い
﹂
と
語


た

中
西
氏
は


年
１
月

１
日
に
正
式
に
部
会
長
に
就

任
し

１
月
の
京
都
会
議
か

ら
全
国
各
地
で
部
会
事
業
に

取
り
組
む


能
登
半
島
地
震
に
よ
る
建

築
物
の
構
造
被
害
に
つ
い

て

国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
︵
国
総
研
︶
と
建
築
研

究
所︵
建
研
︶が
原
因
分
析
の

中
間
ま
と
め
を
公
表
し
た


旧
耐
震
基
準
の
木
造
建
築
で

多
数
の
被
害
を
確
認
し
た
一

方

新
耐
震
基
準
は
﹁
倒
壊

・
崩
壊
の
防
止
に
有
効
で
あ


た
﹂
と
認
め
た

住
宅
の

耐
震
改
修
が
進
ん
で
い
な
か


た
こ
と
が
被
害
の
拡
大
に

つ
な
が

た
と
し

耐
震
化

の
促
進
を
今
後
の
主
要
課
題

と
し
た


特
に
被
害
の
大
き
か

た

石
川
県
能
登
北
部
地
域
を
対

象
に
被
害
調
査
を
行

た


木
造
建
築
物
に
つ
い
て
は
日

本
建
築
学
会
が
行

た
網
羅

的
な
調
査
も
援
用
し

航
空

写
真
な
ど
か
ら
建
築
年
代
を

割
り
出
し
て
被
害
状
況
と
照

ら
し
合
わ
せ
た


木
造
建
築
物
の
う
ち

１

９
８
１
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
旧
耐
震
基
準
の
も
の
は


そ
れ
以
降
と
比
べ
て
損
壊
率

が﹁
顕
著
に
高
い
﹂と
分
析


必
要
壁
量
を
強
化
し
た
新
耐

震
基
準
は
倒
壊
・
崩
壊
防
止

に
有
効
だ

た
と
し
た


新
耐
震
基
準
の
建
築
物
で

も

接
合
部
の
仕
様
を
明
確

化
し
た
２
０
０
０
年
以
降
の

倒
壊
率
が
さ
ら
に
低
い
こ
と

も
分
か

た


一
方
で

能
登
半
島
地
域

の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
輪
島

市
が

％
穴
水
町
が

％


珠
洲
市
が

％
で

い
ず
れ

も
全
国
の
住
宅
の
耐
震
化
率


％
を
下
回

た

国
総
研

・
建
研
は

耐
震
化
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
木
造
建
築

物
の
被
害
拡
大
に
つ
な
が


た
と
見
て
い
る


被
害
を
踏
ま
え
た
対
策
の

方
向
性
に
は

旧
耐
震
基
準

の
建
築
物
の
耐
震
化
促
進
を

挙
げ
た

本
格
的
な
耐
震
改

修
を
行
う
余
力
が
な
い
世
帯

に
つ
い
て
も

緊
急
的
・
暫

定
的
な
安
全
確
保
策
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う

国
土
交
通
省

が
８
月
に
公
表
し
た
﹁
木
造

住
宅
の
安
全
確
保
方
策
﹂
の

活
用
を
地
方
自
治
体
に
促

す
新

耐
震
基
準
で
あ

て

も

２
０
０
０
年
以
降
の
仕

様
に
合
致
し
て
い
な
い
建
築

物
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え


新
耐
震
基
準
の
導
入
以
降
の

木
造
建
築
物
を
対
象
と
し
た

耐
震
診
断
を
周
知
す
る


輪
島
市
で
発
生
し
た
杭
基

礎
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造
ビ
ル
の
転
倒
被
害
は

国
内
で
﹁
初
め
て
の
事
例
﹂

だ
と
し

さ
ら
な
る
調
査
・

原
因
分
析
を
進
め
る


①規模・用途②事業主③施工者④敷地
面積⑤工期

【兵庫県尼崎市】
　▷解体工事（兵庫県尼崎市塚口町１－
－５）①ＲＣ延べ約．㎡②医療法人
社団正名会池田病院（兵庫県尼崎市塚口町
１－－６）③㈱井本興業⑤年９月２
日～年３月日
　▷解体工事（兵庫県尼崎市神田南通６－
１７９）①ＳＲＣ延べ約．㎡②フジ
住宅㈱（岸和田市土生町１－４－）③㈱
フロンティア⑤年９月日～年２
月日
　▷解体工事（兵庫県尼崎市末広町１－２
－１）①Ｓ延べ約．㎡②関電不動産
開発㈱（大阪市北区中之島３－３－）③
㈱昇和⑤年月１日～年２月日
　▷解体工事（兵庫県尼崎市道意町７－１
－）①Ｓ延べ約．㎡②ＴＣ神鋼不
動産㈱（神戸市中央区脇浜海岸通２－２－
４）③ＴＣ神鋼不動産建設㈱⑤年月
２日～年３月日
　▷解体工事（兵庫県尼崎市長洲本通１－
－）①Ｓ延べ約．㎡②東洋精機
㈱（兵庫県尼崎市長洲本通１－－）③㈱
鴻池組⑤年月１日～年２月日

●
デ
ル
パ
醍
醐
管
理

組
合

▽
デ
ル
パ
醍
醐
大
規
模

修
繕
工
事
︵
京
都
市

伏
見
区
︶

・
予
定
施
工
者

長

谷
工
リ
フ


ム

︵
大
阪
市
中
央
区
︶

・
予
定
工
期
９
月
２

日

２
０
２
５
年
２

月

日

年に廃川となった旧草津川
跡の広大な空間をまちづくりの資
源として活用している滋賀県草津
市は、Ｐａｒｋ―ＰＦＩ方式で整
備を予定している草津川跡地（区

間６）の民間事業者誘致支援業務
に係る公募型プロポーザルを実施
し、委託先候補者に地域計画建築
研究所（アルパック）（京都市下
京区）を特定した。

支
援
業
務
で
は
民
間
事
業

者
へ
の
マ

ケ

ト
サ
ウ
ン

デ

ン
グ
調
査
な
ど
を
行

い

事
業
者
公
募
に
向
け
て

仕
様
や
諸
条
件
を
詰
め
る



年
秋
ご
ろ
に
も
民
間
事
業

者
の
公
募
を
開
始
し

年
度

内
の
選
定
を
目
指
す


区
間
６
は

国
道

１
号
の
東
側
の
一
部

か
ら
東
海
道
新
幹
線

ま
で
の
約
０
・
７


区
間
で

憩
い
の
広

場
空
間

小
広
場


ト
イ
レ

休
憩
所
兼

展
望
ス
ペ

ス

東

屋

自
転
車
歩
行
者

道

植
栽

照
明


標
識
な
ど
の
公
園
施

設
の
他

１
０
０
０


１
２
０
０
平
方


程
度
の
民
間
商
業
施

設

１
２
０
台
程
度

収
容
の
中
規
模
駐
車

場
の
整
備
を
想
定
し

て
い
る


同
市
で
は

年
５

月
に
草
津
川
跡
地
利

用
に
関
す
る
基
本
構

想
を


年

月
に

基
本
計
画
を
策
定
し
て
草
津

川
跡
地
の
整
備
を
進
め
て
き

た
西

日
本
建
設
業
保
証
は


２
０
２
４
年

月
の
奈
良
県

下
の
公
共
工
事
動
向
︵
前
払

い
金
保
証
実
績
︶
を
ま
と
め

た

件
数
は
１
７
３
件
で
前

年
同
月
比

・
３
％
の
増
加


請
負
金
額
は

億
８
５
０
０

万
円
で
同
５
・
３
％
の
減
少

と
な

た

地
域
別
で
は


宇
陀
と
奈
良
が
大
幅
な
減
少

を
見
せ
た


単
月
の
請
負
金
額
に
つ
い

て
発
注
者
別
に
見
る
と

国

が
約
２
・
５
倍
の
増
加

県

が
大
幅
増
と
な

た
一
方


独
立
行
政
法
人
等

市
町
村

が
大
幅
減
と
な

た

そ
の

他
公
共
的
団
体
は
０
件
だ


た
地

域
別
に
見
る
と

郡
山

が
約
２
倍
の
増
加

五
條


吉
野
が
大
幅
増

桜
井
が
２

桁
増
と
な

た
が

宇
陀


奈
良
が
大
幅
減

高
田
が
２

桁
減
と
な

た


累
計
︵
４


月
︶
の
請

負
金
額
に
つ
い
て
工
種
別
に

見
る
と

そ
の
他
が
約
２
・

５
倍
の
増
加

測
量
・
調
査

・
設
計
が
２
桁
増

管
が
増

加
と
な

た
一
方

建
築


電
気
が
大
幅
減

土
木
が
２

桁
減
と
な

た


京
都
府
は

丹
後
郷
土
資

料
館
整
備
工
事︵
建
築
工
事
︶

の
一
般
競
争
入
札
を
行
い


三
煌
・
旭
・
ユ
ニ
バ
特
定
建

設
Ｊ
Ｖ
が

億
円
で
落
札
し

た

予
定
価
格
は

億
１
８

０
０
万
円


同
工
事
は

国
指
定
文
化

財
を
展
示
す
る
公
開
承
認
施

設
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た

新
館
を
整
備
す
る
さ
ら
に


本
館
︵
既
存
館
︶
の
耐
震
改

修

展
示
室
を
含
む
内
部
改

修

屋
上
防
水

外
壁
改
修

を
一
括
し
て
行
う


新
館
の
規
模
は
地
下
１
階

地
上
３
階
建
て
延
べ
１
９
０

７
平
方

で
特
別
展
示
室


コ
ミ

ニ
テ


・
ラ
ウ
ン

ジ
＆
ホ

ル
︵
２
０
０
人
相

当
︶
な
ど
で
構
成
す
る

本

館
︵
既
存
館
︶
の
規
模
は
地

下
１
階
地
上
２
階
建
て
延
べ

１
３
７
７
平
方



﹁
フ
レ

ク
ス
工
期
に
よ

る
契
約
方
式
の
試
行
﹂
の
対

象
工
事
で


月

日
ま
で

に
工
事
を
開
始
す
る

工
期

は
２
０
２
６
年
５
月

日


工
事
場
所
は
京
都
府
宮
津

市
字
国
分
天
王
山


機
械
設
備
工
事
は

月


日
に
開
札
さ
れ

５
億
３
０

０
０
万
円
で
入
柿
・
岡
安
特

定
建
設
Ｊ
Ｖ
が
落
札
し
て
い

る

電
気
設
備
工
事
は

月


日
に
公
告
さ
れ
て
お
り



月
９
日
に
開
札
す
る



